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松田 智生(まつだ ともお)

1966年東京生まれ 慶應義塾大学法学部政治学科卒業
専門は地域活性化、アクティブシニア論
高知大学客員教授、日本福祉大学客員教授
2010年からCCRCの有望性を提唱
【委員】
内閣官房 日本版CCRC構想有識者会議委員
内閣官房 地方創生×全世代活躍まちづくり検討会座長代理
内閣府 高齢社会フォーラム企画委員
宇和島市 生涯活躍のまち・うわじまアドバイザー
笠間市 公民連携審議会座長
【著書】
「日本版CCRCがわかる本」
「明るい逆参勤交代が日本を変える」
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◇地方創生2.0：人口減少×社会機能×経済成長を両立

◇CCRC：米国に普及する『健康時から介護時まで継続的なケアを

提供する高齢者コミュニティ』 Continuing Care Retirement Community

◇CCRC2.0：米国型ではなく、高齢者だけではなく、大規模型だけ

ではなく、小規模型でも推進

多世代と障がい者一人ひとりが生きがいを持ち、

個性と多様性を尊重する柔軟な共助のコミュニティ

◇関係府省庁との施策の連携が不可欠

今日の論点
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第１期：「生涯活躍のまち」⇒高齢者の地方移住

第２期：「全世代・全員活躍型 生涯活躍のまち」

⇒地元基点の居場所と役割のある多世代コミュニティ

ごちゃまぜのコミュニティ

CCRC 地方創生総合戦略での10年を振り返る

期間 2015年-2019年 2020年-2024年

主語 東京圏の高齢者 地元住民
全世代及び関係人口

目的 地方移住,介護問題解決 居場所と役割のある多世代コミュニティ

拠点 サービス付高齢者住宅 地域交流拠点（サ高住ありきでない）
①交流・居場所 ②活躍・しごと
③住まい ④健康 ⑤ひとの流れ

自治体 2015年 202 2020年 421



Copyright © Mitsubishi Research Institute 5

推進意向自治体2015年約200⇒2020年約420に倍増

出所： 内閣官房 生涯活躍のまちの推進意向がある地方公共団体一覧 令和２年10月調査 2025年4月16日 閲覧
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/ccrc/ikou/pdf/r03_0118_ikou08.pdf

推進意向はあるが実装に課題⇒関係府省庁・産官学連携が必要
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◇CCRC1.0  Continuing Care Retirement Community

東京圏の高齢者の地方移住

◇CCRC2.0 Continuing Care “Relation” Community

継続的な共助と繋がりのある多世代コミュニティ

◇多様な立地・事業主体の萌芽⇒より広げるチャンス

全国の好事例を紹介

個人×地域×産業の『三方よし』

CCRC 1.0 から、未来はCCRC 2.0へ
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◇多世代：高齢者の介護予防、子供の放課後教室

◇「住まうありき」より「集うありき」：サ高住ではなく地域交流拠点

◇ストック活用：廃幼稚園を再生

◇多様な主体：主体の社会福祉法人に青年海外協力隊の連携

◇継続性：担当職員が異動せず約10年担当

行政主導型：もみの木（愛媛県宇和島市）

出所：日経BP まちのチカラを引き出したPPPアワード 2020 https://www.nikke ibp.co. jp/atc l/newsre lease/corp/20200930/ 2025年4月14日閲覧

https://www.nikkeibp.co.jp/atcl/newsrelease/corp/20200930/
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◇地域交流拠点：2019年「もみの木」、2020年「島の保健室」

（廃診療所再生）2024年「楽校うらしり」（廃校再生）開設

⇒小規模・多展開の有望性

◇日本郵便と連携

「スマートスピーカー『高齢者見守り・ オンライン診療』」

⇒「Digi田甲子園2023」で内閣総理大臣賞受賞

◇高齢化率：2016年：36.9％⇒2024年：42.0％ ↑

◇介護認定率：2016 年：24.0％⇒2024年は19.7％ ↓

宇和島市 多様な政策と官民連携で介護認定率が低下
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◇大学連携：桜美林大学の事業会社が事業運営

◇多世代共助：高齢者×大学生×ファミリー層の多世代交流

⇒互いを見守るコミュニティの形成

⇒大学の福祉学、芸術学の授業の実施や学内イベントに参加

◇地域連携：交流棟にて周辺住民も介護予防運動に参加

大学主導型：桜美林ガーデンヒルズ（東京都町田市）

出所：桜美林ガーデンヒルズ https://obir in-gardenhil ls.jp 2025年4月3日 閲覧

https://obirin-gardenhills.jp/
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◇官民連携:2016年 都留市と地銀でCCRC構想研究会設置

◇安心価格：サ高住80戸：家賃＋見守りサービス料＝月6.5万円

◇ストック活用：団地再生 大学連携：都留文科大学等

行政主導型：生涯活躍のまち・つる（山梨県都留市）

出所 :山梨県都留市 生涯活躍のまち・つる構想 2025年4月14日 閲覧 https:/ /www.c i ty . tsuru.yamanash i . jp/sosh ik i /k i kaku/se isaku_t/1_2/9096.html

出所：山梨県都留市 生涯活躍のまち・つる 2025年4月 14日閲覧

ht tps : / /www.c i t y . t su ru .yamanash i . jp /sosh ik i /k i kaku/se i saku_t / 1 _2/10375 .h tml
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◇ニコニコタウンきいれ：医療法人（参天会）×社会福祉法人

（喜入会）×Ｊリーグ鹿児島ユナイテッド

◇Jリーグ連携：サッカー選手がさつま芋・焼酎づくりで街づくりに参加

◇雇用創出：引退したサッカー選手を介護・福祉分野で雇用

◇データ活用：排泄パターンをAI解析で介護負担軽減

医療法人主導×Jリーグ連携型（鹿児島県鹿児島市）

出所：生涯活躍のまち推進協議会 地方創生から見る鹿児島市喜入の現在と未来 2025年4月14日 閲覧
https:/ /shouga ika tsuyaku. town/b log/%e5%9c%b0%e6%96%b9%e5%89%b5%e7%94%9f%e3%81%8b%e3%82%89%e8%a6%8b%e3%82%8b%e

9%b9%bf%e5%85%90%e5%b3%b6%e5%b8%82%e5%96%9c%e5%85%a5%e3%81%ae%e7%8f%be%e5%9c%a8%e3%81%a8%e6%9c%aa%e6%

9d%a5%ef%bd%9e%e6%b0%91/
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CCRC2.0：多世代のごちゃまぜのコミュニティ

高齢者

超高齢社会・人口減少社会

CCRC 2.0
Continuing Care “Relation” Community

継続的な共助と繋がりのある多世代コミュニティ

若年層 子育て世代

社会的
持続性

経済的
持続性

医療介護的
持続性

人材的
 持続性
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＜持続可能性＞

◇社会的持続性：多世代共助、社会参加

◇経済的持続性：自律的経営、消費拡大

◇ウェルビーイング的持続性：健康、医療、介護

◇人材的持続性：二拠点居住、地方副業、関係人口

＜類型化＞

◇立地：都市型×近郊型×中山間地型

◇事業主体：行政×民間×大学×地銀×社福×病院

◇規模：小規模×中規模×大規模⇒小規模でも実現可能

CCRC2.0の持続可能性と類型化
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◇実は官民で進展しているCCRC 2.0の萌芽

（米国の模倣でもなく、高齢者の地方移住でもない）

◇Continuing Care “Relation” Community

継続的な共助と繋がりのある多世代コミュニティ

CCRC 2.0＝ごちゃまぜのコミュニティ＝主語は「私」

◇組合せ型政策（府省庁連携）×組合せ型ビジネス

◇否定語批評家の打破 ⇒日本発の課題解決モデル

◇一歩踏み出す勇気

まとめ：CCRC2.0で加速する地方創生2.0の未来
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